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１．はじめに 

名古屋高速道路公社では、耐震補強工事のため

に上部構造が単純桁の場合には鋼桁連結工法の採

用を進めている．これにより，図 1 に示すような

連結部のジョイントレス（伸縮装置をなくしてし

まう）が可能となり，伸縮部から発生する騒音お

よび振動の低減が期待できると考えている．この

工事は騒音が発生するため，沿道環境を考慮する

と昼間の施工となる．しかしながら，鋼桁連結工

法を進めている路線は 1 日に約 5 万台の交通量が

あり，昼間に車線規制を実施した場合には長時間に 

わたる渋滞が発生し，お客様に対するサービスの低

下，地域経済に与える影響等が大きく，昼間の工事

は困難な状況にある． 

このようなことから，夜間に施工するための方法

を試験的に実施し，発生する騒音の低減効果を明ら

かにする． 

２．騒音測定の方法 

 騒音測定の方法は，騒音規制法に基づいて JIS Z 

8731 に準じ，この工事では衝撃騒音および変動騒音

が発生することから，騒音計の動特性は FAST を，

周波数補正はＡ特性を使用して L5 および Leq を測定

する．測点の位置は，図 2 の①～④とする．①は作

業により発生する音を把握するための，②は防音箱

を透過した音を測定して防音箱の性能を評価するた

めの，③は高架道路と同程度の高さの官民境界上に

おける騒音の状況を予想するための位置とする．④

は床版を透過した音および作業中に伸縮装置を撤去

したために生じる隙間から漏れる騒音を把握し，官

民境界にあたる⑤での騒音を予測するための位置と

する． 

３．試験施工の方法 

 ジョイントレスの工事では，舗装のはつり，伸縮 

装置取付け部材の切断等の作業に起因する騒音が予 
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図 2 騒音測定位置と予測位置 
官民境界

図 1 ジョイントレスの一例 
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想される．今回は，供用中の路線において試験的に工事を

実施し，騒音を軽減するために写真 1 に示す厚さ 5cm のロ 

ックウールを挟み込んだ幅 2m，長さ 4m，高さ 2.2m の防

音箱内で各作業を行う． 

４．測定結果と考察 

 伸縮装置を撤去する際に最も騒音が発生すると考えられ

る周辺部の舗装のはつりおよび取付け部材を切断するガウ

ジングの L5，Leq の測定結果をそれぞれ図 3，図 4 に示す．

また，防音箱のない無対策の場合の各作業における騒音予

測値も示す．②における測定値は，無対策の予測値に対し

て 8～14dB(A)程度の低減を示している．③における測定値

は，無対策の予測値よりも 10dB(A)程度低減されているが，

予測値のような距離減衰が現れていない．これは，測点の

離隔が防音箱から 7.5m で高欄より 1m 以上は離れているが， 

高欄や遮音壁の反射音の影響が現れているものと思われる． 

 図 5 には④における測定値とこれより算出した⑤の予測

値を示す．⑤においてガウジングにより“うるさい”と言

われる状況は生じないものと思われ，はつりでも騒音規制

法の特定建設作業に関する規制基準 75dB(A)を下回ること

が出来ている．しかし，基準値を満たしていても工事によ

り発生する音は沿道の居住者が不快感を覚える場合もあり，

夜間の施工を実施するには一層の騒音低減が必要であると

考える． 

５．まとめ 

 ジョイントレスの工事に本試験施工の仕様による防音箱

を用いることにより，発生する L5 および Leq を 8～14dB(A)

低減する事が可能である．しかしながら，作業位置よりも

高い沿道の建物内に与える影響をより軽減するためには， 

作業方法の改善，使用機械の変更等の検討が必要である． 
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図 3 Ｌ5の測定値と予測値
写真 1 試験施工に使用した防音箱 

図4 Ｌeqの測定値と予測値

図 5 床版下面の測定値と官民境界の予測値
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